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陽
明
文
庫
蔵
「
道
書
類
」
の
紹
介

七
）

『
大
灯
國
師
法
語
』
翻
刻
・
略
解
題

恋

田

知

子

前
号
に
続
き
、
陽
明
文
庫
蔵
「
道
書
類
」
の
う
ち
、『
大
灯
國
師
法
語
』

を
紹
介
す
る
。
こ
れ
ま
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
陽
明
文
庫
蔵
「
道
書
類
」

は
、
仮
名
法
語
を
中
心
に
、
あ
わ
せ
て
十
八
種
類
の
書
物
が
一
括
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
慶
長
・
元
和
年
間
（
一
五
九
六
｜
一
六
二
四
）
の
奥
書
を

有
す
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
、
と
り
た
て
て
書
写
時
期
の
異
な

る
も
の
も
見
え
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
書
に
つ
い
て
も
、
お
そ
ら
く
同

じ
時
期
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ

１
）

れ
る
。

『
大
灯
國
師
法
語
』
は
、
前
号
に
紹
介
し
た
夢
窓
の
『
二
十
三
問
答
』

同
様
、
禅
宗
の
仮
名
法
語
で
、
大
灯
國
師
、
す
な
わ
ち
宗
峰
妙
超
（
一
二

八
二
｜
一
三
三
七
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
宗
峰
は
、
京
都
紫
野
の
竜
宝

山
大
徳
寺
の
開
山
と
な
り
、
後
醍
醐
天
皇
、
花
園
天
皇
両
朝
か
ら
帰
依
さ

れ
た
一
方
、
妙
覚
寺
と
称
す
る
尼
寺
を
設
け
る
な
ど
、
女
性
に
対
し
て
も

禅
の
教
え
を
広
め
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

本
書
は
、『
大
灯
國
師
法
語
』
の
う
ち
、
宗
峰
が
萩
原
（
花
園
）
天
皇

の
皇
后
に
説
示
し
た
と
さ
れ
る
法
語
部
分
の
み
を
写
し
た
も
の
で
あ
り
、

『
大
灯
國
師
法
語
』
と
の
外
題
を
有
す
も
の
の
、「
道
書
類
」
に
収
め
ら

れ
た
他
の
法
語
類
と
同
様
、
抄
出
本
と
な
っ
て
い
る
。『
大
灯
國
師
法
語
』

は
、
江
戸
初
期
に
開
版
さ
れ
た
版
本
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
一
方
、
早
苗

憲
生
氏
に
よ
っ
て
、『
聖
一
仮
名
法
語
』
や
『
大
應
國
師
法
語
』
な
ど
他

の
禅
宗
仮
名
法
語
と
合
写
さ
れ
た
蓬
左
文
庫
本
が
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
開

版
以
前
の
書
写
状
況
も
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ

１
）

あ
る
。
本
書
に
つ
い
て
も
広

く
流
布
し
た
版
本
と
は
若
干
の
異
同
が
認
め
ら
れ
、
皇
后
に
向
け
た
法
語

の
み
を
抄
出
し
て
い
る
点
で
も
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
「
道
書
類
」
に

は
、
抜
隊
得
勝
の
仮
名
法
語
の
う
ち
「
神
竜
寺
尼
長
老
」
に
宛
て
た
と
す

る
法
語
箇
所
を
抄
出
し
、
夢
窓
や
法
燈
の
法
語
や
和
歌
を
合
写
す
る
『
抜

隊
法
語
』
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
禅
宗
の
仮
名
法
語
が
、
江
戸

の
開
版
を
迎
え
る
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
な
書
写
過
程
を
経
て
き
た
の
か
、

考
察
す
る
上
で
も
有
益
な
書
物
群
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

本
書
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
函
架
番
号

近
ト
｜
七
二
｜
ホ

・
形
態

写
本
。
一
冊
。
仮
綴
。

・
寸
法

縦
二
八
・
八
糎
。
横
二
二
・
四
糎
。

・
表
紙

本
文
表
紙
共
紙
。
楮
紙
。

・
丁
数

墨
付
十
五
丁
。

・
本
文

半
葉
五
行
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
。
字
高
約
一
八
・
五
糎
。

・
外
題

左
肩
に
「
大
灯
國
師
法
語
」
と
打
付
墨
書
。
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・
内
題

な
し
。

・
奥
書

な
し
。

・
印
記

一
丁
表
右
上
に
「
陽
明
蔵
」
の
朱
額
形
印
あ
り
。

翻
刻
に
際
し
て
、
本
文
は
底
本
に
忠
実
を
期
し
た
が
、
私
に
句
読
点
を

打
つ
な
ど
、
読
解
の
便
宜
を
は
か
っ
た
。

注１
）

陽
明
文
庫
蔵
「
道
書
類
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
三
田
國
文
』
連
載
の
翻

刻
紹
介
の
ほ
か
、
拙
稿
「
室
町
期
の
往
生
伝
と
草
子
｜
真
盛
上
人
伝
関
連
新
出

資
料
を
め
ぐ
っ
て
｜
」（『
唱
導
文
学
研
究
』
第
六
集

三
弥
井
書
店

二
〇
〇

八
年
）、
拙
稿
「
説
法
・
法
談
の
ヲ
コ
絵
｜『
幻
中
草
打
画
』
の
諸
本
｜
」（『
仏

と
女
の
室
町

物
語
草
子
論
』
笠
間
書
院

二
〇
〇
八
年
）、
拙
稿
「
比
丘
尼

御
所
文
化
と
お
伽
草
子
｜『
恋
塚
物
語
』
を
め
ぐ
っ
て
｜
」（
徳
田
和
夫
氏
編

『
お
伽
草
子

百
花
繚
乱
』
笠
間
書
院

二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

２
）

早
苗
憲
生
氏
「
蓬
左
文
庫
本
『
聖
一

名
法
語
』
の
研
究

一
）本
文
編
」

（『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
六
、
一
九
七
四
年
五
月
）
参
照
。
室
町
時
代
写
と

さ
れ
る
蓬
左
文
庫
本
に
は
、
尾
州
徳
川
義
直
の
蔵
書
印
が
付
さ
れ
、
徳
川
家
康

の
集
書
本
で
あ
っ
た
と
す
る
。

【
附
記
】

本
書
の
閲
覧
な
ら
び
翻
刻
の
御
許
可
を
賜
っ
た
、
財
団
法
人
陽
明
文
庫

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
本
書
の
翻
刻
・
考
察
に
際
し
て
、
御

教
示
賜
っ
た
、
陽
明
文
庫
文
庫
長
名
和
修
先
生
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
る
。

な
お
、
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金

若
手
研
究
B
（
課
題
番
号
二
二

七
二
〇
〇
九
〇
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

【
翻
刻
】

凡ヲヨソ
参サン
禅セン
学カク
道タウ
之ノ
輩
トモカラ

初シヨ
心シン
之ノ
時トキ
ハ
坐ザ
禅ゼン
ヲ

専
モツハラ

ト
ナ
ス
ヘ
シ
。
其ソレ
坐ザ
禅ゼン
ト
云
ハ
、
或アルイハ
結ケツ
カ
フ

坐サ
、
或アルイハ
半ハン

カ
フ

坐ザ
シ
テ
、
眼マナコヲ
半ハン
目モク
ニ
開ヒライテ
、
父ブ
母モ
未ミ
生シヤウ以イ

前ゼン
之ノ
本
来ライ
ノ
面メン
目モク
ヲ
見ミ
ヨ
。
父ブ
母モ
未ミ
生シヤウ以イ
前セン
ト
云
ハ
、

父ブ
母モ
未イマタス
レ

生ウマレス
、
天テン
地チ
モ
未イマタ
分ワカタス
、
我ワレ
モ
未イマタ
人
ノ
姿スカタヲ
請ウケ
サ
ル

以
前
ヲ
見
ヨ
。
本ホン
来ライ
ノ
面メン
目モク
ト
云
物モノ
顕アラハス
ヘ
シ
。
彼カノ
本
来

」（
１
オ
）

之
面メン
目モク
ト
云
物モノ
ハ
、
色イロ
形カタチナ
キ
物モノ
也ナリ
。
譬タトヘハハ
虚コ
空クウ
ノ

コ
ト
シ
。
虚コ
空クウ
ニ
ハ
形カタチナ
キ
物
也
。
故ユヘ
ニ
佛ブツ
説セツ
云ニ
、
仏ブ
身シン

法ホツ
身シン
ハ
尚ナヲシ虚コ
空クウ
ノ
如ゴト
シ
ト
説トキ
タ
マ
フ
也
。
仏
身
ト
云
モ
ノ

モ
法
身
ト
云
物
モ
本
来
ノ
面
目
ノ
事
也
。
彼カノ
本
来
ノ

面
目
ハ
名ミヤウ字ジ
ナ
キ
物
也
。
本
来
ノ
面
目
ト
モ
、
或アルイハ
主シユ

人ジン
公コフ
ト
モ
或
ハ
佛ブツ
性シヤウト
モ
又
ハ
心シン
仏ブツ
公コフ
ト
モ
コ
ナ
タ
ヨ
リ

」（
１
ウ
）

名ナ
付ツケ
タ
リ
。
譬タトヘハ
人
生ムマレタ
ル
時トキ
ハ
、
名ナ
ハ
無ナケ
レ
ト
モ
、
以イ
後ゴ
ニ

色イロ
〳
〵
ニ
付ツケ
タ
ル
也
。
一
千
七
百
之ノ
公コウ
案アン
ニ
テ
話ワ
頭トウ
之ノ

数カス
千
七
百
候
ヘ
ト
モ
、
各ヲノ
々〳

〵

心
コ﹅ロノ

本ホン
来ライ
ヨ
リ
ノ
面メン
目モク
見ミ

セ
シ
メ
ン
タ
メ
ナ
リ
。
世セ
尊ソン
雪セツ
山サン
ニ
六
年
端タン
坐ザ
シ
テ
明ミヤウ
星シヤウ

ヲ
見ミ
テ
悟サトリタ
マ
フ
也
。
彼カノ
面メン
目モク
ニ
相シヤウ
見ケン
シ
玉
フ
也
。
其ソノ
外ホカ
古コ
人ジン

之ノ
大ダイ
悟ゴ
大
徹テツ
ト
云
モ
彼カノ
面メン
目
ニ
相シヤウ
見ケン
ス
ル
ヲ
云
ナ
リ
。
六ロク
祖ソ

」（
２
オ
）

ハ
金コン
剛カウ
経キヤウニ
應ヲウ
無ム
所シヨ
住チウ
而ニ
生シヤウ其ゴ
心シン
ト
説トク
ヲ
聞キ﹅
サ
ト
リ
、

香キヤウ
厳ゲン
和
尚
ハ
瓦カワラノ
竹タケ
ニ
ア
タ
ル
ヲ
聞キ﹅
悟サトリ、
臨リン
済サイ
ハハ
黄ワウ
蘗バク

和
尚
ニ
六
十
棒ハウ
ウ
タ
レ
テ
悟サトリ、
洞トウ
山ザン
和
尚
ハ
水ミツ
ヲ
渡ワタルト

テ
我ワカ
影カケ
ヲ
見
テ
悟サトリ、
彼カノ
本ホン
来ライ
ヨ
リ
ノ
主シユ
人シン
ニ
逢ワウ
事

也
。
彼カノ
肉ニク
身シン
ハ
家イヘ
也
。
家イヘ
ニ
ハ
主シユ
人シン
ア
ル
ヘ
シ
。
彼カノ
主ヌシ
ハ
本

来ライ
之
面メン
目モク
也
。
我ワレ
ト
モ
誰タレ
ト
モ
云
也
。
暑アツキ
寒サムキナ
ド
ヽ
知シリ

」（
２
ウ
）
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或アルヒハ
物モノ
ニ
貪トン
着チヤク之ノ
心コ﹅ロア
リ
。
或アルヒハ
欲ヨク
心シン
或アルイハ
皆ミナ
々〳

〵

妄マウ
念ネン
也
。
実マコト々

家イヘ
主ヌシ
ニ
テ
無ナキ
也
。
彼カノ
妄マウ
念ネン
ハ
尽ツクル
物モノ
也
。

一
息ソク
之
縁ヱン
切キル
時トキ
ハ
同
ヲナシク

消キヘ
失ウスル
物モノ
也
。
彼
妄マウ
念ネンニ
引ヒカ
ル
レ

ハ
、
地チ
獄コク
ニ
落ヲチ
、
六
道タウ
ニ
輪リン
廻ヱ
ス
ル
也
。
妄マウ
念ネン
起キ
源ゲン
ヲ
能ヨク
々〳

〵

座ザ
禅セン
ヲ
シ
テ
見
ヨ
。
全
マツタク

念ネン
ハ
形カタチナ
ク
躰タイ
無ナキ
物モノ
也
。

死シセ
ハ
後ノチ
モ
彼カノ
念ネン
ハノコリテ
ア
ル
ヘ
シ
。
思ヲモフニ
ヨ
リ
テ
娑シヤ

」（
３
オ
）

婆バ
世
界
ニ

輪
廻
シ
苦ク
ヲ
ウ
ク
ル
也
。
時トキ
之
起ヲコル
念ネン
ヲ

捨スツ
ヘ
シ
。
古コ
人シンノ
云
ク
、
心シン
生シヤウス
レ
ハ
種シユ
々〳

〵

之ノ
法ホウ
生シヤウス
。
心シン
滅メツ
ス

レ
ハ
、
一
念ネン
起ヲコル
事コト
ナ
キ
也
。
又
一
念ネン
ヲ
得ヱル
ニ

ヨ
リ
テ
種シユ
々〳

〵

之ノ
悪アク
心シン
起ヲコ
レ
ハ
色イロ
々〳

〵

ノ
ツ
ミ
造ツク
リ
テ
悪アク
道ダウ
ニ

堕ヲツル
也
。
心シン

滅メツ
ス
ト
ハ
、
一
念
ハ
本モト
者ハ
躰タイ
無ナシ
、
死
ス
レ
ハ
ト
モ
ニ

死
ス
ル

物モノ
也
ト
思ヲモ
ヘ
ハ
、
地チ
獄コク
天
道ダウ
モ
ナ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
譬
タトヘハ

畫クワ
師シ
ノ

」（
３
ウ
）

如コト
ク
、
本モト
白シロ
キ
紙カミ
ナ
ル
ニ
色イロ
々〳

〵

ノ
地チ
獄コク
ヲ
書カキ
、
罪サイ
人ニン
ヲ
カ
キ
、

鬼キ
神シン
ヲ
カ
キ
、
極ゴク
楽ラク
浄シヤウ土ト
ナ
ン
ト
ヲ
書
出
ス
カ
如
シ
。
本

来ライ
ハ
明メイ
白ハク
ニ
テ
、
地チ
獄コク
モ
極ゴク
楽ラク
モ
ナ
キ
ヲ
、
一
念ネン
ヲ
以モツ
テ

造ツクリ
出イタ
ス
ナ
リ
。
只タ﹅
念ネン
ヲ
拂ハライ
捨スツル
事
ヲ
専セン
ト
ス
ヘ
シ
。
又
念

ヲ
拂ハラフト
云
ハ
、
坐サ
禅ゼン
ヲ
ス
ヘ
シ
。
念
ヲ
納ヲサムレ
ハ
本
来ライ
之ノ
面メン

目モク
顕アラハル
ヽ
也
。
念ネン
ハ
縦タトヘハ
雲クモ
ノ
如コト
シ
。
雲クモ
晴ハル
レ
ハ
月
ア
キ

」（
４
オ
）

ラ
カ
也
。
真シン
如ニヨ
之ノ
月ツキ
ト
云
モ
、
本
来ライ
之ノ
面メン
目モク
事

也
。
又
曇クモリヲ
拂ハライソ
ロ
ヘ
ハ
、
鏡カ﹅ミニ
顕アラハル
ヽ
也
。
念ネン
ヲ
納ヲサメテ

未イマタ
生ムマレサ
レ
。
先サキ
之ノ
面メン
目モク
ヲ
見ミ
ヨ
。
生ムマ
レ
サ
ル
以イ
前ゼン
ト
死シ
テ

後ノチ
知シル
ヘ
シ
。
不サル
レ

生ムマレ以イ
前ゼン
ハ
地チ
獄コク
モ
極ゴク
楽ラク
モ
ナ
シ
。
只タ﹅

本ホン
来ライ
之ノ
面メン
目モク
ノ
ミ
在アリ
レ

之
。
コ
ト
ナ
ル
事コト
無ナシ
。
本ホン
来ライ

面メン
目モク
ト
云
ハ
、
形カタチナ
ト
有アル
ヘ
キ
物モノ
ニ
テ
ハ
ア
ラ
ス
。
能ヨク
々〳

〵

」（
４
ウ
）

工ク
夫フウ
シ
テ
見
玉
フ
ヘ
シ
。
肉ニク
身シン
ハ
死シ
ス
レ
ト
モ
、
伊カレ
ハ
死シ
セ

ス
。
肉ニク
身シン
ハ
生シヤウス
レ
ト
モ
彼カレ
ハ
生シヤウセ
ス
。
去サル
故ユヘ
ニ
不フ
生シヤウ不フ

滅メツ
ノ
者
也
。
彼カノ
本
来ライ
之ノ
面メン
目モク
ハ
生シヤウ死シ
之ノ
根コン
源ケン
之ノ

利
剣
ト
モ
名ナ
付ツケ
タ
リ
。
真シン
佛フツ
ト
モ
云
。
又
木キ
ヲ
刻
キサミ

繪ヱ
ヲ
カ
ケ
ル
ハ
影
像
ヱ
ザ
ウ

ト
テ
実マコトノ
仏ホトケ
ニ

テ
ハ
有アラ
ス
。
一

心シン
則
スナハチ

是コレ
仏ホトケ
也
。
心
ノ

外ホカ
ニ

別ヘツ
ニ

仏ホトケア
リ
ト
思ヲモ
ヘ
ハ
外ゲ

」（
５
オ
）

道ダウ
也
。
仏ホトケヲ
以モツ
テ
仏ホトケヲ
礼ライ
ス
ル
如コト
シ
。
仏
ハ
経キヤウヲ
誦ヨマ
ス
。
戒カイ

律リツ
ヲ
モ
持タモタス
。
又
戒カイ
体タイ
ヲ
モ
犯ヲカサス
。
又
善セン
悪アク
ヲ
モ

造ツクラス
。
本モト
真シン
実シツ
之ノ
仏ホトケニ
相アヒ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ン
ト
欲ホツ
セ
ハ
、
見ケン

性シヤウス
ヘ
シ
。
若モシ
見ケン
性シヤウセ
ス
ン
ハ
、
念ネン
仏フツ
讀トク
経キヤウシ
テ
戒カイ
体タイ

ヲ
タ
モ
ツ
ト
モ
閑
イタツラ

事コト
ナ
リ
ト
、
達
磨
ダ
ル
マ

大ダイ
師シ
説トキ
玉
フ

也
。
見ケン
性シヤウセ
サ
ル
人
ハ
善セン
知チ
識シキ
相アヒ

奉
タテマツリ、

生
死シ
之ノ
根コン

」（
５
ウ
）

本ホン
ヲ
明アキラム
ヘ
シ
。
見ケン
性シヤウセ
ス
ン
ハ
縦タトヒ
十
二
部フ
経キヤウヲ
誦ヨミ

得ウル
ト
モ
、
生シヤウ死シ
ノ
輪リン
廻ヱ
ヲ
マ
ヌ
カ
レ
ス
シ
テ
、
三
界カイ
ニ

苦ク
ヲ

受ウケ
ヘ
シ
。
昔ムカシ
善セン
生シヤウ比ヒ
丘ク
ト
云
人
ア
リ
。
十
二
部
経
ヲ

讀ヨミ
得ヱ
タ
リ
。
シ
カ
レ
ト
モ
覚サトラス
シ
テ
仏ホトケノ
説トキ
タ
マ
フ
口クチ
マ

ネ
ヲ
ノ
ミ
シ
テ
仏
ノ
内ナイ
證セウ
知シラ
サ
ル
ニ
ヨ
リ
、
地ヂ
獄コク
ニ
落ヲツ
ル
也
。

梁リヤウノ武ブ
帝テイ
ハ
僧ソウ
十
二
人
ヲ
請シヤウシ
テ
常ツネニ
説セツ
法ホウ
サ
セ

」（
６
オ
）

タ
マ
フ
。
志シ
公コウ
之ノ
内ウチ
ニ

雲ウン
光クハウ
法ホツ
師シ
ト
テ
大タイ
学カク
匠シヤウア
リ
。

仏ホトケ
四
十
九
年
ノ

説セツ
法ホウ
ヲ
我ワカ
物モノ
ニ

ナ
シ
テ
説トキ
タ
マ
フ
人
也
。
時トキ

ニ
志シ
公コウ
ノ
タ
マ
ハ
ク
、
彼カノ
人
弁ヘン
口コウ
利リ
舌セツ
ニ
シ
テ
説
法
ス

ト
イ
ヘ
ト
モ
、
不サル
レ

覚サトラニ
ヨ
ツ
テ
畜チク
類ルイ
ナ
リ
ト
云イフ
。
武フ
帝テイ
志シ
公コウ

如コトク
レ

此カクノイ
ウ
処トコロヲ
モ
チ
イ
タ
マ
ハ
ス
。
則
スナハチ

高カウ
座サ
ニ

登ノホリテ
説セツ
法ホウ

セ
ン
ト
ス
ル
ヲ
見
タ
テ
マ
ツ
レ
ハ
則
スナハチ

牛ウシ
也
。
カ
ク
ノ
コ
ト
ク
不サル
レ

悟サトラ

」（
６
ウ
）

人
ノ
説トキ
候
ハ
結ケチ
縁ヱン
ハ
カ
リ
ニ
テ
候
。
真シン
実シツ
ノ
志
コ﹅ロサシニ

テ
ハ
ア
ラ
ス
。
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悟サトリノ
人
ハ
タ
ヽ
常ツネノ
物モノ
語カタリモ
御ミ
法ノリ
ノ
声コヱ
ナ
ル
ヘ
シ
。
見
性
ト
ハ

心シン
仏フツ
ヲ
悟サトリヲ
云
也
。
能ヨク
々〳

〵

念ネン
ヲ
納ヲサメテ
心シン
仏フツ
ヲ
見ミ
ヨ
。
加カ

様ヤウ
ニ

申
セ
ハ
、
座サ
禅ゼン
ニ

ア
ラ
ス
シ
テ
見ケン
性シヤウス
ヘ
カ
ラ
ス
ト
取トリ

置ヲク
也
。
是コレ
錯
アヤマリナ

リ
。
三
祖ソ
大
師
ノ

云
、
行ユク
モ
又
禅
、
坐サスルモ

又
禅セン
、
語コ
黙モク
動トウ
静シヤウ
躰タイ
案アン
然セン
ト
説トキ
タ
マ
ウ
。
是コレ
ハ

」（
７
オ
）

行ユク
モ
坐サ
ス
ル
モ
物モノ
語カタリヲ
ナ
ス
モ
自シ
然ゼン
ト
シ
テ
居イル
モ
手テ

ヲ
ウ
コ
カ
ス
モ
皆ミナ
禅セン
也
ト
説トキ
タ
マ
ウ
也
。
只タ﹅
念ネン
ヲ
納
ヲサメテテ

居イ

タ
ル
斗ハカリ座サ
禅セン
ニ

テ
ハ
有アル
ヘ
カ
ラ
ス
。
起タチ
居イ
ニ

心コ﹅ロヲ
ツ
ケ
念ネン

ヲ
ツ
ケ
テ
不フ
審シン
ヲ
ナ
ス
ヘ
シ
。
忽コツ
然セン
ト
シ

本
来ライ
ノ
我ワレ
ニ

見ケン
性シヤウス
ヘ
キ
也
。
成シヤウ
仏フツ
ト
モ
云
、
彼カノ
一
心シン
ノ

仏ホトケナ
ル
ヲ
知シ
ル
ヲ
成シヤウ
仏
ノ
人
ト
云
ナ
リ
。
彼カノ
心シン
仏フツ
ハ
善セン
ヲ

」（
７
ウ
）

モ
修シユ
セ
ス
悪アク
ヲ
モ
造ツク
ラ
ス
。
戒カイ
律リツ
ヲ
モ
持タモタス
。
精シヤウ
進シン
セ
ス

懈ケ
怠ダイ
セ
ス
。
貪トン
着シヤク之ノ
心コ﹅ロナ
キ
也
。
眼マナコニ
色イロ
ヲ
見
テ
色イロ
ニ

着チヤクセ
ス
、
耳ミ﹅
ニ
聲コヱ
ヲ
聞キ﹅
テ
声コヘ
ニ
着
セ
ス
、
舌シタ
ニ
物モノ

ヲ
味
アシハイテ

着
セ
サ
ル
心

則
スナハチ

仏
也
。
馬バ
祖ソ
和
尚
ノ

即ソク
身シン
即ソク

仏フツ
ト
示シメ
シ
タ
マ
ウ
モ
此
コ
ト
ハ
リ
ナ
リ
。
或アル
人ヒト
達
磨
タ
ル
マ

大
師

ニ

問トウ
、
地チ
獄コク
ト
ハ
何イツ
レ
ノ
所トコロソ
ヤ
。
答
コタヱテ

云
ク

、
汝ナンチカ
心シン
中チウ
ノ

貪トン
」（
８
オ
）

瞋シン
癡チ
ノ
三
毒ドク
コ
レ
地チ
獄コク
也
。
問トウテ
云
ク

、
貪トン
瞋シン
癡チ
ノ
三
毒

ト
ハ
何
事
ソ
ヤ
。
答
テ
云
、
貪トン
ト
云
ハ
貪トン
着チヤクノ
念ネン

也
。
只
此
三
毒トク
善セン
悪アク
ノ
報ホウ
ヲ
造ツクリ
出イタ
ス
也
。
別ヘツ
ニ
地チ
獄コク

ト
テ
世セ
界カイ
ア
ル
ヘ
キ
ト
思ヲモ
ヘ
ハ
迷マヨイ
者ノモノ
也
。
又
問トウ
テ
云
、
浄シヤウ
土ト﹅

申
ハ
何イツレノ
所トコロ之ノ
境キヤウ
界カイ
ニ
テ
候
哉
。
答
コタヱテ

云
ク

、
極コク
楽ラク
浄シヤウ土ト

ト
テ
外ホカ
ニ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
只タ﹅
汝ナンチカ
心シン
中チウ
ニ
ア
リ
。
前サキ
ノ

三

」（
８
ウ
）

毒トク
汚ヲ
穢ヱ
不フ
浄シヤウト
テ
不サル
レ

清
キヨカラ

物
也
。
彼カノ
三
毒トク
ノ

不フ
浄シヤウ

ヲ
拂ハラウ
所トコロ
即
スナハチ

浄シヤウ土ト
也
。
色イロ
々〳

〵

ノ
ヨ
コ
レ
タ
ル
妄マウ
念ネン
ヲ
拭ノコイ
捨スツル

ヲ
浄
土
ト
ハ
云
也
。
別ヘチ
ニ
浄シヤウ土ト
ヲ
求モトムヘ
カ
ラ
ス
。
有
人
達
磨
ダ
ル
マ

大
師
ニ

問トウ
、
仏ホトケ
一
切サイ
衆シユ
生シヤウヲ
シ
テ
伽ガ
藍ラン
ヲ
修シユ
造サウ
シ
、
佛フツ

像サウ
ヲ
建コン
立リウ
セ
シ
メ
テ
焼セウ
香コウ
礼ライ
拝ハイ
セ
シ
メ
六
時シ
ノ
行
ギヤウ

道タウ
ヲ
シ
テ
請シヤウス
ヘ
シ
ト
説
タ
マ
ウ
。
是コレ
ナ
ン
ソ
ヤ
否イナヤ。
答
コタヱテ

云
ク

」（
９
オ
）

解トク
処トコロノ
法ホウ
無ム
益ヤク
ノ
方ハウ
便ヘン
也
。
一
切サイ
衆シユ
生シヤウ
鈍トン
根コン
下ケ
劣レツ

ニ
シ
テ
、
微ミ
妙メウ
ノ
法ホウ
ヲ
不ス
レ

覚サトラ、
思ヲモヒ
暫
シハラク伽ガ

藍ラン
ヲ
修シユ
造サウ
シ
、

仏フツ
像サウ
ヲ
建コン
立リウ
セ
シ
メ
テ
ノ
結ケツ
縁ヱン
ニ

ヨ
リ
、
真シン
実シツ
ノ
伽ガ
藍ラン

説トク
モ
、
至イタツテ
真シン
佛フツ
ヲ
モ
見
タ
テ
マ
ツ
ラ
ン
事コト
疑
ウタカヒア

ル
ヘ

カ
ラ
ス
ト
加
様ヤウ
ニ

解トキ
玉
フ
也
。
問トウテ
云
、
真シン
実シツ
ノ
伽ガ
藍ランナラヒニ
真シン

仏フツ
ト
ハ
何イカ
ヤ
ウ
ナ
ル
ヲ
云
ソ
ヤ
。
元ケン
根コン
ヲ
キ
ヨ
メ
身シン
心シン
旦タン
然セン

」（
９
ウ
）

ト
シ
テ
内ナイ
外ケ
清シヤウ
浄〴

〵

ナ
ル
ヲ
真
実
ノ
伽ガ
藍ラン
殿デン
堂タウ
ト
ハ
申
也
。

サ
テ
又
、
伽ガ
藍ラン
ノ
本ホン
尊ソン
ハ
心シン
仏フツ
ノ
明
アキラカニ

シ
テ
顕
アラハレタ

マ
ウ
ヲ

実マコトノ
仏ホトケト
ハ
云
也
。
只タ﹅
妄マウ
念ネン
ノ
不フ
浄シヤウヲ
ノ
ゴ
ヘ
ハ
、
真シン
佛フツ
顕
アラハレ

出イツ

ル
也
。
伽ガ
藍ラン
ヲ
作ツクリ、
真シン
仏フツ
ノ
形カタチヲ
建コン
立リウ
ス
ル
人
ト
云
フ
也
。
達タル

磨マ
大タイ
師シ
如コトク
レ

此カクノ
説トキ
タ
マ
ウ
ウ
ヘ
ハ
、
伽ガ
藍ラン
ヲ
修シユ
造サウ
シ

仏フツ
像サウ
ヲ
建コン
立リウ
セ
ハ
、
其ソノ
功ク
力リキ
ニ

ヨ
リ
必
カナラス

真シン
ノ
伽ガ
藍ラン
ニ

至イタ

」（
10
オ
）

リ
、
真シン
仏フツ
ニ
逢アイ
タ
テ
マ
ツ
ル
事
決ケツ
定チヤウタ
ル
ヘ
シ
。
真シン
仏フツ
花ケ
厳コン
ニ

云イハ
ク
、
三
界
唯タ﹅
一
心シン
、
シ々ン

外ゲ
ニ

無ナシ
二

別ヘツ
法ホウ
一

、
心シン
仏フツト
及
衆シユ
生シヤウ、
是コノ

三ミツ
無ナシ
二

差シヤ
別ヘツ
一

ト
説トキ
タ
マ
ウ
。
彼カノ
心コ﹅ロハ
牛キウ
馬ハ
畜チク
類ルイ
鳥テウ
類ルイ
虫ムシ

アリ
モ
人
ノ
請ウケ
タ
ル
心シン
仏フツ
ト
一
躰タイ
也
。
故
カルカユヘ
ニ

仏ホトケ
一
切サイ
衆シユ
生シヤウ

皆ミナ
同ヲナシ
仏フツ
性シヤウト
説トキ
タ
マ
ウ
也
。
佛フツ
性シヤウト
云
モ
本ホン
来ライ
ノ
面メン
目モク
ト

モ
主シユ
人シン
公コウ
ト
モ
一
躰タイ
ニ

シ
テ
名ナ
異コト
也
。
名ナ
ノ
別ヘツ
ナ
ル
ニ
ヨ
ツ
テ

」（
10
ウ
）

心コ﹅ロ得ヱ
ノ
カ
ハ
ル
ニ
テ
ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
彼カノ
一
心シン
何ナニ
ニ
譬タトヘヘ
キ

カ
タ
ナ
シ
。
寒カン
山ザン
ノ

云
、
我ワカ
心
秋アキノ
月
ニ

似ニタリト
頌シユ
シ
出イタ
サ
セ
玉
フ
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也
。
カ
ヤ
ウ
ニ
候
ヘ
ハ
、
月
ノ

如コト
ク
圓マロキ
物モノ
ニ
テ
モ
ア
ル
ヘ
シ
ト
思ヲモフヘ
カ

ラ
ス
。
長ナカクモ
ナ
ク
短ミチカク
モ
ナ
ク
圓マロ
ク
モ
ナ
ク
四
万
ヨ
ホ
ウ
ニ

モ
ナ
キ
物モノ
也
。

形カタチ
無ナク
シ
テ
シ
カ
モ
三
千
大
千
世
界カイ
ニ

充ミチ
滿〳

〵

タ
リ
。
火ヒノ

中ナカ
ニ

ア
リ
テ
モ
火ヒニ
不ス
レ

焼ヤケ
、
水ミツノ
中
ニ

ア
リ
テ
モ
溺ヲホレス
。
穢ケカレ不フ

」（
11
オ
）

淨シヤウ
ニ

ア
リ
テ
モ
ケ
カ
サ
レ
ス
、
三
災サイ
壊ヱコ
却ウト
テ
三
千
大

千
世セ
界カイ
破ヤフルレ
ト
モ
全
マツタク

破ヤフレス
。
朽クチ
サ
ル
モ
ノ
也
。

故
カルカユヘニ無ム

門モン

和
尚
本ホン
来ライ
ノ
面メン
目モク
ヲ
題ダイ
ス
ル
頌
ニ

云イハク、
本
来ライ
ノ
面メン
目モク

蔵カクスニ
所トコロ
無ナシ
。
世
界カイ
破ヤフ
ル
ヽ
時トキ
、
カ
レ
朽クチ
ス
ト
修シユ
シ
タ
マ
ウ
。
此コノ

理リ
也
。
僧ソウ
恵ヱ
禅セン
師ジ
ニ

問トウ
、
一
人
ア
リ
忙
イソカハシ

キ
所トコロヲ
嫌キライ

閑シツカナ
ル
所
ヲ
好コノミテ
身シン
心シン
ヲ
動トウ
セ
ス
。
善セン
悪アク
ヲ
思シ
惟ユイ

」（
11
ウ
）

セ
ス
、
天テン
然ネン
ト
座サ
ス
ル
ヲ
座サ
禅セン
ト
ス
。
是ゼ
ナ
リ
ヤ
否イナヤ。
大タイ
恵ヱ

禅セン
師シ
答
コタヘテ

云
ク

、
是コレ
是ゼ
ニ

ア
ラ
ス
。
天テン
然ネン
ノ
座サ
禅ゼン
ト
テ
深フカク

先セン
徳トク
ノ
嫌キラウ
所トコロ
也
。
是コレ
又
外ゲ
道タウ
ハ
非ヒ
々
想サウ
定チヤウト

テ
善セン
悪アク
ノ
思シ
量リヤウニ
ワ
タ
ラ
ス
、
天テン
然ネン
ト
シ
テ
動トウ
セ
ス
、

念ネン
ヲ
起ヲコササ
ル
所トコロノ
ミ
ヲ
是セト
ス

。
是コレ
ハ
空クウ
見ケン
無ムノ
見ケン
ニ

深フカク
落ヲツル
物モノ
也
。
又
念ネン
ヲ
コ
ラ
サ
ル
所トコロニ
別ヘツ
ニ
物モノ
ア
ル
ヘ
シ
。

」（
12
オ
）

ト
思ヲモフモ
有ウノ
見ケン
也
。
有ウ
無ム
ノ

見
ト
テ
何
レ
モ
捨スツ
ヘ
キ

事
也
。
サ
テ
有
無
ニ

不サル
レ

渡ワタラ
所トコロノ
一
句ク
ア
ル
ヘ
シ
。
彼カノ

一
句
ト
云
ハ
、
本ホン
来ライ
ノ

主シユ
人シン
ニ

相サウ
見ケン
ス
ル
ヲ
云
也
。
外ゲ
道タウ
ハ

彼カノ
主シユ
人
ヲ
知シラ
ス
シ
テ
、
人
ハ
死シ
テ
後ノチ
空クウ
ニ
シ
テ
無ナキ

ナ
リ
ト
斗バカリ
心コ﹅ロ得ヱ
有テウニア
ラ
ス
無ム
ニ

ア
ラ
サ
ル
物モノ
ヲ
夢ユメ
ニ

モ
不サル
レ

知シラ
也
。
以イ
前セン
僧ソウ
ノ
問トウ
ゴ
ト
ク
、
忙
イソカワシキ

処
ヲ
キ
ラ
ヒ

」（
12
ウ
）

静シツカナ
ル
所トコロヲ
コ
ノ
ム
時トキ
、
彼カノ
主シユ
人シン
ハ
閑シツカナ
ル
所トコロ
斗ハカリニ
ア

リ
テイソカワシキ
所
ニ
ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
彼カノ
本ホン
来ライ
ノ
面メン
目モク

ハ
忙
イソカワシ

キ
所トコロニ
モ
ア
リ
。
又
閑シツカナ
ル
所
ニ
モ
ア
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

古コ
人シンノ
云
、
有ウ
心シン
ヲ
以モツ
テ
来キタルヘ
カ
ラ
ス
。
着チヤク
念ネン
ヲ
以
モツテ

至イタルヘ
カ
ラ
ス
ト
説トキ
タ
マ
ウ
モ
此コノ
事コト
也
。
念ネン
ヲ
起ヲコ
サ
ス
身シン
心シン

不ズ
レ

動
ウコカサ

天
然
タ
ル
所
仏フツ
法ホウ
ニ
テ
候ソロ
ハ
ヽ
枯コ
木ホク
石セキ
頭トウ
モ

」（
13
オ
）

仏フツ
法ホウ
ヲ
會ヱ
シ
タ
ル
物モノ
ソ
ヤ
。
努ユメ
々〳

〵

カ
ヤ
ウ
ノ
見ケン
解ケ
ス

ヘ
キ
也
。
善セン
悪アク
有ウ
無ム
ノ
心シン
ニ
渡ワタラサ
ル
所
ニ
一
句
ヲ
ウ
ケ

ガ
ウ
ヲ
大タイ
悟ゴ
大タイ
徹テツ
ノ
人
ト
云
也
。
或アル
人ヒト
達
磨
タ
ル
マ

大タイ
師シ

ニ

問トウ
、
出シユツ家ケ
髭シユ
髪ホツ

ヒゲカミ
ヲ
剃ソリ
落ヲトシ、
衣コロモヲ
カ
ヘ
タ
ル
ヲ
出シユツ

家ケ
ト
云
ニ

ハ
ア
ラ
ス
。
見ケン
性シヤウノ
人
ハ
在サイ
家ケ
ノ
白ヒヤク衣ヱ
モ
又

是コレ
出シユツ家ケ
ナ
ル
ヘ
シ
。
袈ケ
裟サ
ヲ
着チヤクシ
タ
リ
ト
モ
不ス
レ

悟サトラハ
、
未イマタ

」（
13
ウ
）

出イテ
レ

家イヘヲサ
ル
凡ホン
夫フ
タ
ル
ヘ
シ
。
又
問
、
白ヒヤク衣ヱ
ハ
妻サイ
子シ

ツマ
コ
ア
リ
、
淫イン

欲ヨク
除ヲノソカ
ス
、
何ナニ
ニ

ヨ
ツ
テ
カ
成シヤウ
佛フツ
ス
ル
事
ヲ
得ヱ
ン
。
答コタヘテ

云
、
見ケン
性シヤウト
ハ
淫イン
欲ヨク
ヲ
キ
ラ
ハ
ス
、
見ケン
性シヤウセ
サ
セ
ン
カ
タ

メ
也
。
只タ﹅
見ケン
性シヤウス
ル
事
ヲ
得ヱ
ハ
、
淫イン
欲ヨク
本ホン
来ライ
空クウ

寂
ニ
シ
テ
行
果
ス
。
又
タノシミ

着チヤクス
。
譬タトヘハ
習シウ
心シン
有アル

モ
戒カイ
ヲ
ナ
ス
。
故ユヘ
ニ
如
何
イ
カ
ン

ト
ナ
レ
ハ
心シン
性シヤウモ
ト
清シヤウ
浄ジヤウ
ニ

シ
テ

」（
14
オ
）

赤シヤク
肉ニク
ノ
内ウチ
ニ

ア
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
染セン
汚ヲ
ス
ル
ニ
ア
ラ
ス
。
心シン
性シヤウ
本ホン

来ライ
清シヤウ
浄ジヤウニ
シ
テ
、
飢ウヘ
タ
ル
事
ナ
ク
、
渇カツ
ス
ル
事
ナ
ク
、
寒カン

熱ネツ
ナ
ク
、
病ヤマイ
無ナク
、
恩ヲン
愛アイ
ナ
ク
、
眷ケン
属ソク
ナ
ク
、
苦ク
モ
ナ
ク
、
ラク

モ

無ナク
、
本ホン
来ライ
一
物モツ
也
。
只タ﹅
此コノ
色シキ
心シン
ア
リ
ト
思ヲモウ
ニ

依
テ

寒カン
熱ネツ
色イロ
々〳

〵

ノ
病ヤマイア
リ
。
此コノ
色シキ
心シン
本ホン
来ライ
空クウ
ナ
リ
ト

心コ﹅ロ得ヘ
ト
キ
〳
〵
ニ
貪トン
着チヤクノ
心コ﹅ロ
捨ステ
ラ
ル
ヘ
シ
。
金コン
剛カウ
経キヤウ

」（
14
ウ
）

ニ

一
切サイ
有ウ
為イ
法ホウ
如ニヨ
夢ム
幻ケン
泡ハウ
影ヤウ
如ニヨ
露ロ
亦ヤク
如ニヨ
電テン
應ヲウ

作サ
如ニヨ
是ゼ
観クワント
説トキ
タ
マ
フ
モ
此コノ
事コト
也
。
以イ
前セン
申
如コト
ク
、
善セン
ヲ

モ
思ヲモ
ハ
ス
、
悪アク
ヲ
モ
思ヲモ
ハ
サ
ラ
ン
所トコロ
也
。
是コレ
本ホン
来ライ
ノ
面メン
目モク
ト

行キヤウ
住チウ
坐サ
臥クワ
ニ

心コ﹅ロヲ
付ツケ
テ
見
ヨ
。
忽コツ
然セン
ト
シ
テ
彼カノ
面メン
目モク
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相アイ
逢アウ
日
ア
ラ
ン
。
譬
ハ
又
今コン
生シヤウ
ニ

テ
不ズ
レ

覚サトラト
モ
臨
ノソンテ

二

命イノチ

終ヲハル
時トキニ
一

、
悪アク
業ゴウ
ニ

引ヒカレテ
悪アク
道タウニ
堕ヲチ
ス
シ
テ
、
来ライ
生シヤウ
出シユツ世セ

」（
15
オ
）

シ
テ
必
カナラス

一
ヲ

聞キ﹅
テ
ハ
千セン
ヲ
悟サトリ、
千セン
ヲ
聞キ﹅
テ
万マン
ヲ

悟サトルヘ
シ
。

努
ユ
メ
〳
〵

疑
ウタカヒヲ

證セウ
ス
ル
事コト
ナ
カ
レ
。

」（
15
ウ
）

―32―


